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１．はじめに 

 コンクリート構造物において、施工直後の湿潤養生は乾燥収縮ひび割れの防止と、水和反応の促進による

耐久性の確保のために非常に重要である。しかしながら、水平面以外では十分な養生が行われていない場合

が多く、水平面以外でも行える簡便な湿潤養生方法の開発が望まれていた。 

 今回新たに、水平面以外の養生も簡便に行える吹付けタイプ湿潤養生材（以下「吹付け養生材」とする。）

を開発し、その湿潤養生性能等の確認を行ったので、結果の概略を報告する。 

２．吹付け養生材とは 

 今回開発した吹付け養生材は、打設数日後のコンクリート表面に吹付け機で塗膜を形成し、塗膜中の保水

成分で水分を保持することにより、散水することなくコンクリートの養生をするものである。養生が完了し

た後は、容易に剥離ができ、剥離した塗膜に生分解性を付与しているため埋設処理が可能となる。 

３．吹付け養生材の特長 

 従来、コンクリート打設後の水平面の湿潤養生には、軟質発泡ウレタンフォーム等のシート形態のものが

多く用いられているが定期的な散水が必要であり、手間や費用がかかると共に濁水処理量の増加にもつなが

っていた。これに対し今回開発した吹付け養生材は、現場で混合しコンクリート表面に吹付けるもので、保

水材を含んでいるため散水を行うことなく湿潤性を保つことができる。また、材料運搬が容易、施工性に優

れる、従来養生が困難であった垂直面やトンネルのアーチ部等の養生が可能である等の特長を有している。

このような特長を生かし、トンネル二次覆工、ダム上下流面、橋脚等の湿潤養生への適用が期待される。 

 さらに、塗膜には生分解性を付与しており、養生終了後は土中に埋設処理でき、環境に対する配慮も行っ

ている。 

４．養生方法 

 開発した吹付け養生材は、天然ゴムを主成分としたゴムラテックスに保水材、古紙繊維等を配合したもの

である。養生方法は簡単で、型枠のない面についてはブリーディング水の上昇がほぼ終息し、表面に浮水が

見られなくなり次第、型枠のある面については脱型後に、モルタルガン等を用いて吹付けるのみである。養

生終了後は人力で容易に剥離することができる。 

５．実験方法 

５－１ 実験環境                     

 実験は室温を 20℃・湿度を 60％R.H.に保った恒温恒湿室にて、コンクリートの打設及び打設後約 1.5ヶ

月までの養生を行った。 
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５－２ 使用コンクリート                      表－1 使用コンクリートの配合 

 供試体コンクリートの配合を表－1 に示す。 

５－３ 供試体形状 

 本供試体は縦・横・高さそれぞれ 500mmの

立方体とし、吹付け養生・無養生の各ケースとも 1 試体を作成した。供試体形状を図－1 に示す。養生は上

面と 1 側面に対して行い、養生を行わない面は水分の散逸を防ぐために型枠を存置したままにした。 

５－４ 養生条件 

 型枠のない上面はブリーディング水が見られなくなった状

態（翌日）で、側面は打設 3 日後に型枠を脱型した直後に吹

付け養生を開始した。吹付け養生材は、吹付け直前に混合し

た。 

５－５ 湿度計測方法 

 湿度計測用のプローブは図－1 に示すように養生面中央部

の深さ 15mmの位置に埋設した。また、湿度はデータロガー

にて 30 分間隔で記録した。さらに、表－2 に示すように養生

材剥離後にカップ式湿度センサーを使用して、コンクリート

表面の相対湿度を計測した。 

６．実験結果 

 吹付け養生材使用および無養生の供試体について、上面および側面の供試体内部の相対湿度変化を図－2

および図－3 に示す。上面、側面とも打設より 5 日目頃より吹付け養生材使用と無養生とのコンクリート表

面湿度の差が開き始め、約 40 日後には約 10％の差となった。また、図－2、3 および表－2 より、養生材剥

離後のコンクリート表面の湿度は深さ 15mm の位置の湿度に比べ低いことがわかった。表面湿度と 15mm

深さ湿度の差は、上面が約 24％、側面で約 16％であった。また、養生終了後に吹付け養生材の剥離を行っ

たが、供試体表面に養生材が残留することなく、養生材はほぼ一体となり剥離できた。 

以上のように、吹付け養生材は、コンクリート表面に吹付けるだけで湿潤養生が可能で、長期に亘りコン

クリートの湿潤性を確保でき、さらに養生終了後は容易に剥離できることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．結論 

 吹付け養生材を使用することにより、コ

ンクリートの水平面および鉛直面の湿潤養

生が長期に亘り可能であることがわかった。

今後は、保湿性とコンクリート強度の相関

関係について確認実験を行うと共に、現場

施工で効果を確認する予定である。 

単位量(kg/m3 ) Sl 
(cm) 

W/C 
(%) 

s/a 
(%) W C  S G 

12 58.5 43.7 164 281 786 1023 

 

図-2：上面湿度経時変化
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図-3：側面湿度経時変化
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表－2 養生材剥離後のコンクリート表面湿度（％） 
 上面 側面 

吹付け養生材使用 85.9 78.8 
無養生 62.2 62.8 
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